
学校長あいさつ 

 

高鷲中学校は昭和 22年（1947年）に創立された歴史ある学校です。 

現在の場所には昭和 54 年（1979 年）9 月に移転し、今年創立 79 年目、現在の校舎になって

47年目を迎えます。 

 

さて、多様性の時代と言われて久しくなりました。 

ダイバーシティとインクルージョンの考え方と言うと、中学生にとっては難しく聞こえてしまうかもしれ

ません。 

ダイバーシティとは多様性。インクルージョンとはその個性を認め合い、活かされ、一体感をもって参

加している状態のことを言います。 

これらは、これからを担う子どもたちにとって大切な考え方だと思っています。 

 

同じ時間、同じ場所で、仲間と共に学ぶことができる。 

様々な考えに触れ考える機会、仲間とともに頑張る機会というのは、 

学校だからこそできることだと考えていますし、大切にしていきたいと思っています。 

 

「人の心の痛みをわかる人間に」 

「自分にきびしく力一杯がんばる人間に」 

の校訓のもと、 

自分を大切に。 

共に学び、 

共に考え、 

共に頑張る仲間を大切に。 

授業や学校行事などの取り組みを通して、仲間たちと様々なことを学び続けて欲しいと思っていま

す。 

 

中学校での日常生活の中で、多様化する社会を生き抜くための基となる力を身につけることがで

きるよう、教職員一丸となって子どもたちのサポートを進めてまいります。 

 

 １年間どうぞよろしくお願いします。 

 

令和８年４月８日 

羽曳野市立高鷲中学校 

校長 平野 桂 


